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１

Ⅰ 佐賀市国⺠健康保険事業の現状



１ 被保険者数の推移（年度末時点）

■ 被保険者数の減少は今後も続く⾒込み。

人口減少や⾼齢化による後期⾼齢者医療への
移⾏、被用者保険の適用拡大等が要因。

■ 前期高齢者数（65歳から74歳まで）の
全体に占める割合は、Ｒ8までは減少する⾒込み。

令和5年度︓43.8％
令和6年度︓42.6％

R8年度までは64歳の被保険者が65歳になるより
も、74歳の被保険者が75歳になり、後期⾼齢者
医療へ移⾏する⽅が多いため、前期⾼齢者数の
割合は減少するが、その後は再び増加傾向となる
と⾒込んでいる。
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令和６年度末（令和７年３月末）、被保険者数が4万
人を切りました。



■ 高齢になるほど、国保加入の割合は高くなる。
年齢が上がるにつれ、国保加⼊の割合は⾼くなっていく。
佐賀市に在住する70歳から74歳の67％が国保に加⼊している。
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【資料元】 佐賀市HP
佐賀市基幹⾏政システム

２ 被保険者の年齢分布（令和６年度末時点）
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65歳以上で国保に加入する割合は急激に上昇します。



３ 医療費の推移

１）総医療費及び⼀⼈あたり医療費の推移

■ 総医療費について、令和６年度は⼤きく減少している。この理由として、以前
から国保の被保険者数は減少し続けてきたが、その影響がようやく総医療費
に現れたものではないかと考えている。

■ 総医療費の減少割合よりも被保険者数の減少割合の⽅が率が⼤きいため、
⼀⼈あたり医療費は増加しているが、増加額の伸びは鈍化している。 4

【資料元】 事業年報

令和5年度の総医療費
…216.66億円
令和6年度の総医療費
…210.89億円

総医療費は6億円近く減
少していますが、被保
険者数の減少割合の方
が大きいため、一人当
たり医療費は微増して
います。



２）年齢階層別⼀人あたり医療費の推移（令和４~６年度）

■ 令和６年度の佐賀市の⼀⼈あたり医療費は、511,813円で60歳以上の年齢
階層で⼤きく上回っている。

年代別医療費では、65~69歳が594,990円と最も⾼額である。65~69歳の年代別医療費に
占める疾病ごとの割合をKDBで分析した結果、新生物（がん）が18.1％と最も⾼く、生活習慣病
等の疾病合計割合は50.9％を占めていた。

【資料元】 健康スコアリング（医療）_医療費の状況（明細）_保険者(地区)
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年齢が上がるにつれて一人
当たり医療費は増加しく傾
向があります。



３）年齢階層別 糖尿病・脂質異常症・⾼血圧症患者数（令和7年3月分）

■ 高齢になればなるほど生活習慣病を有する割合が増加する。
疾患別では⾼血圧症患者数が最も多くなっている。
40〜44歳の被保険者では23.3%が生活習慣病を有しているのに対し、70歳以上の

被保険者では65.8％が生活習慣病を有している。

【資料元】 国保データベース(KDB)システム
厚生労働省様式（3-1）R7.3月診療
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生活習慣病の中では、
高血圧症の割合が高く
なっています。



4）主な疾患別医療費割合の推移（令和４~６年度）

■ 依然として新生物（がん）にかかる医療費割合は高い。
医療費に占める割合は「新生物（がん）」が最も⾼く、前年度からの推移では「新生物（がん）」

「尿路性器系の疾患（腎不全）」が減少し、「循環器系（脳血管疾患・虚血性心疾患）の割合が
増加している。

【資料元】 国保データベース(KDB)システム
医療費分析（２）＿大分類

７



５）⼊院・外来医療費の⽐較（令和６年度）
■ 入院は2.7％のレセプト件数で、総医療費
の42％を占めている。

KDBデータでは、レセプト総件数は
517,753件、総医療費は約198億円と
なっている。
そのうち、⼊院に係るものはレセプト件数
13,890件、83.6億円となっている。

【資料元】 KDB健康スコアリング（医療）

■ 入院医療費は、外来医療費と
比較して高額となっている。

レセプト1件あたり医療費では、⼊院
では心疾患、外来では腎不全が⾼く
なっている。

在院日数では、精神・脳血管疾患が
20日を超えている。

【資料元】 健診・医療・介護データからみる地域の健康課題（医療費分析）

８

KDBデータは電子レセプトのみを集計している
ため、事業年報と数字が違っています。



4 国保税収等の推移

■1⼈当たり調定額は、保険税率・税額の引き上げにより前年度と比較して⼤きく増加。
令和5年度︓116,133円 ⇒ 令和6年度︓128,070円（11,936円、10.3％）

■1⼈当たり収納額は、保険税率・税額の引き上げにより前年度と比較して⼤きく増加。
ただし収納率は減少。
令和5年度︓111,996円 ⇒ 令和6年度︓122,585円（10,590円、9.5％）

１）年度別の調定額及び収納額

９

対前年度⽐
増減額 伸び率 増減額 伸び率 増減値

5,523百万円 3百万円 0.1% 5,361百万円 19百万円 0.4% 96.94% 0.24%

1人当たり 118,659円 2,250円 1.9% 115,176円 2,528円 2.2%

5,359百万円 △164百万円 △3.0% 5,209百万円 △152百万円 △2.8% 97.14% 0.20%

1人当たり 117,050円 △1,609円 △1.4% 113,783円 △1,394円 △1.2%

5,093百万円 △266百万円 △5.0% 4,928百万円 △281百万円 △5.4% 96.73% △0.41%

1人当たり 115,151円 △1,899円 △1.6% 111,433円 △2,350円 △2.1%

4,951百万円 △142百万円 △2.8% 4,775百万円 △153百万円 △3.1% 96.41% △0.32%

1人当たり 116,133円 982円 0.9% 111,996円 563円 0.5%

5,260百万円 309百万円 6.2% 5,035百万円 260百万円 5.4% 95.67% △0.74%

1人当たり 128,070円 11,936円 10.3% 122,585円 10,590円 9.5%

令和2年度

調定額 収納額 収納率
対前年度⽐ 対前年度⽐

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和6年度

令和６年度の保険税率・税額は令和５年度から大きく引き上げているため、調定額、収納額は増加しています。



２）佐賀市国⺠健康保険税の収納率の推移

■ 収納率は、現年度分は減少、滞納繰越分はほぼ横ばい。
（現年度分） 令和5年度︓ 96.41％ ⇒ 令和6年度︓95.67％（△0.74ポイント）
（滞納繰越分）令和5年度︓ 20.08％ ⇒ 令和6年度︓20.03％（△0.05ポイント）
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令和6年度の保険税率・税額
の引き上げに加えて、近年
の物価高騰などが現年度分
の収納率が減少した一因で
はないかと考えています。



Ⅱ 令和６年度
佐賀市国⺠健康保険特別会計決算
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令和６年度国⺠健康保険特別会計決算

■ 令和5年度からの主な増減理由
保険税（増） ︓保険税率・税額の引き上げ 等
国県⽀出⾦（減）︓保険給付費の減に伴う普通交付⾦の減 等

※普通交付⾦額は減少しているが、保険給付費がそれ以上に
減少しているため、R7年度に返還⾦が発生する。 12

【歳⼊】

⾦額 増減率 ⾦額 増減率

51.4 51.5 49.0 0.1 +0.2% 2.5 +5.1%

191.7 190.2 192.3 △ 1.5 △0.8% △ 2.1 △1.1%

21.8 22.1 22.6 0.3 +1.4% △ 0.5 △2.2%

0.0 1.0 0.9 1.0 0.1 +11.1%

0.4 0.4 0.3 0.0 0.0% 0.1 +33.3%

265.3 265.2 265.1 △ 0.1 0.0% 0.1 0.0%

3.繰⼊⾦

（単位︓億円）

内訳 R6年度
当初予算額

R6年度
決算額

R5年度
決算額

対当初予算⽐ 対前年度決算⽐

1.国⺠健康保険税

2.国県⽀出⾦

4.繰越⾦

5.その他（※１）

合計
※１　⼀部負担⾦、使用料及び⼿数料、財産収⼊、諸収⼊



■ 令和5年度からの主な増減理由
保険給付費（減）︓被保険者数の減少等 、公債費（減）︓返済終了に伴うもの
その他（増）︓富士大和温泉病院事業会計繰出⾦の増（システム改修によるもの）

◆歳⼊決算総額265.2億円 － 歳出決算総額260.6億円 ＝ 4.6億円
⇒約4.6億円の⿊字決算（※うち普通交付⾦等の返還⾦が約4.5億円） 13

【歳出】

⾦額 増減率 ⾦額 増減率

4.2 4.1 4.6 △ 0.1 △2.4% △ 0.5 △10.9%

186.7 180.8 185.6 △ 5.9 △3.2% △ 4.8 △2.6%

71.9 71.9 69.3 0.0 0.0% 2.6 +3.8%

1.6 1.3 1.3 △ 0.3 △18.7% 0.0 0.0%

0.0 1.0 0.5 1.0 0.5 +100.0%

0.0 0.0 2.2 0.0  ― △ 2.2 △100.0%

0.8 1.5 0.6 0.7 +87.5% 0.9 +150.0%

0.1 0.0 0.0 △ 0.1 △100.0% 0.0

265.3 260.6 264.1 △ 4.7 △1.8% △ 3.5 △1.3%

（単位︓億円）

1.総務費

合計

2.保険給付費

内訳 R6年度
当初予算額

R6年度
決算額

R5年度
決算額

対当初予算⽐ 対前年度決算⽐

※２　共同事業拠出⾦、財政安定化基⾦拠出⾦、諸⽀出⾦

3.国⺠健康保険事業費納付⾦

4.保健事業費

5.基⾦積⽴⾦

6.公債費

7.その他（※２）

8.予備費



国⺠健康保険特別会計の推移

・平成３０年度に⾏われた国保広域化以降、佐賀市の国保財政は⿊字を保っており、
健全な運営を⾏っていると⾔える。
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4.6億円の黒字となって
いますが、うち4.5億円
は国県に返還しなけれ
ばならないため、純粋
な黒字額は約600万円と
なっています。



Ⅲ 今後のスケジュール
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佐賀市佐賀県国時期

■第1回国⺠健康保険事業の
運営に関する協議会
（書面開催）

R7.8

R76.9

【仮係数】による試算の実施
納付金・標準保険税率の提示

令和8年度試算用の
【仮係数】を提示R7.10

令和8年度保険税率の検討
■第2回国⺠健康保険事業の

運営に関する協議会
（必要に応じて開催）

R7.11

【確定係数】による試算の実施
納付金・標準保険税率の確定

令和8年度試算用の
【確定係数】を提示R7.12

■第3回国⺠健康保険事業の
運営に関する協議会

R8.1

R8.2

予算審議（3月議会）
条例改正R8.3

令和７年度国⺠健康保険税率の決定フロー
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Ⅳ その他
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令和８年度からの⼦ども⼦育て⽀援⾦制度の導⼊について
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19
令和８年度から国保加入者一人当たり月に約250円の支援金
が保険税に上乗せされる計画になっています。



20令和８年３月議会で条例等の改正を行う計画です。


